
 
 

第５号様式（第６条関係） 
 

 綾瀬市立北の台小学校 学校運営協議会会議録 
 

会 議 の 名 称 第３回 北の台小学校 学校運営協議会 

開 催 日  令和５年２月２２日（水） 

開 催 時 間  ９時２０分 ～１２時２０分 

開 催 場 所  校長室、校庭、各教室 

議 長  阿部 賀優 

出 席 者 

 副会長  阿部 賀優 

 委 員  山口 正子、見上 憲子、市毛 重明 

 校 長  小室 雪子 

 総括教諭(委員)  藤谷 周三、松本 陽介 

          村山 幸輔、山田 典子 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

１ 「６年生を送る会」参観  ２ 授業参観 

３ 令和４年度学校経営報告  ４ 令和４年度学校評価報告 

５ 質疑・意見交換      ６ 来年度の学校運営協議会について 

【主な意見・決定事項など】 

・クラスの雰囲気や教師の授業の進め方、児童との関わり方などに違いを

感じたが、全体的に落ち着いた様子であった。 

・児童主体で実施された「６年生を送る会」が時間通り運営されているこ

とに驚いた。どの児童も話が上手で、緊張せずに取り組んでいた。 

・ＰＴＡ行事「わいわいサークル」が中止になってしまったことが残念だ

った。来年度は、飲食を伴うものは他校の実施内容を参考にして、ぜひ

行いたい。 

・学校と地域との関わりがほとんどなくなってしまったが、今後は増やし

てほしい。自治体では運動会や餅つき大会を行っているところもある。

行事をやると子どもが集まってくる。それによりつながりが生まれる。

学校と地域が話す機会が少ないことが課題である。 

・新型コロナウイルス感染症も第５類となる。今後はマスクの着用等見直

しが必要であるが、コロナ禍は教育活動を見直す契機にもなった。 

・少子化の中ではあるが、親が子どもに見せる思いやりが大切だと感じる

が、それが難しい家庭もある。小学校６年間は、さまざまな年代の児童

と関われ、思いやりの心を学ぶことのできる大変貴重な場であるので、

大切に指導してほしい。 

【配付資料】 

・レジュメ   ・学校評価報告書   ・グランドデザイン 

次回開催予定 令和５年５月下旬から６月中(未定) 


